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蒸散
植物の体内の水分が水蒸気になって
外に発散するはたらきのこと。

植物は生命を維持するために
人と同じように呼吸を行う。
葉の裏にある気孔から酸素を
取り込み、体内の栄養分を使って
エネルギーを生み出している。

呼吸の式

酸素+デンプン＝二酸化炭素＋水

光合成の式

二酸化炭素+水＋日光＝でんぷん＋酸素

光合成は、葉や茎の緑色の
部分（葉緑体）で日光と
二酸化炭素、水を使って
デンプンと酸素をつくる。
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蒸散
光合成は、太陽が出ている昼間だけ行われる。

呼吸は、１日中行われている。

土の中の水分を吸収する根毛と根を伸ばす
成長点、成長点を守る根かんでできている。
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側根

双子葉と単子葉では根の形状が
異なる。

根のはたらき

根は土の水分や養分を吸収するだけ
でなく、植物を支えたり、栄養分を
蓄える役割も持っている。
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単子葉植物の
茎の断面はばらばら

双子葉植物の
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